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江
戸
時
代
の
絵
図
は
概
し
て
図
面
が
大
き
く
写
実
的

で
カ
ラ
フ
ル
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
目
的
を
持
っ
て
作
製

さ
れ
て
い
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
類
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
裁
許
絵
図
」
と
は
、
村

の
境
界
を
め
ぐ
る
紛
争
を
解
決
し
た
と
き
に
作
製
さ
れ

た
絵
図
で
す
。
表
に
は
裁
許
に
よ
り
確
定
し
た
境
界
線

な
ど
が
絵
図
面
に
示
さ
れ
、
裏
書
に
は
争
論
の
経
緯
か

ら
検
分
の
状
況
・
裁
許
内
容
な
ど
が
記
さ
れ
ま
す
。

、

（

）

今
回
の
古
文
書
倶
楽
部
で
は

八
月
二
十
四
日

金

か
ら
開
催
さ
れ
る
企
画
展
『
絵
図
に
み
る
近
世
秋
田
』

に
お
い
て
展
示
す
る
「
裁
許
絵
図
」
の
中
か
ら
「
山
本

現
代
に
甦
る
近
世
の
絵
図

～
平
成
二
十
四
年
度
企
画
展

展
示
絵
図
よ
り
～

郡
常
葉
村
絵
図
（
県
Ｃ

一
四
三

」
を
と
り
あ
げ
、

―

）

こ
の
絵
図
の
見
ど
こ
ろ
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。

山
本
郡
常
葉
村
（
現
能
代
市
常
盤
）
と
槐
村
（
現
能

と
き
わ

代
市

槐

）
の
草
飼
地
を
め
ぐ
る
争
論
の
結
果
作
製
さ

さ
い
か
ち

れ
た
郡
奉
行
に
よ
る
裁
許
絵
図
で
す
。
要
点
を
見
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

①
「
八
森
道
」
と
記
さ
れ
た
太
線
が
南
北
に
朱
書
き
さ

。

。

れ
て
い
ま
す

こ
の
太
線
が
常
葉
村
と
槐
村
の
境
で
す

途
中
で
東
南
へ
枝
分
か
れ
し
た
細
線
も
み
え
ま
す
。

裏
書
に
よ
る
と
、
両
村
と
も
村
境
は
八
森
道
で
あ
る

こ
と
は
心
得
て
い
た
も
の
の
、
ど
の
道
が
八
森
道
で
あ

る
か
の
認
識
に
食
い
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
享

保
十
八
年
（
一
七
三
三

、
検
使
の
結
果
槐
村
が
考
え

）

る
八
森
道
は
山
道
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
、
常
葉
村
の
心

得
の
と
お
り
と
裁
許
さ
れ
ま
し
た
。

②
こ
う
し
て
村
境
が
決
定
し
た
も
の
の
、
常
葉
村
内
に

は
槐
村
の
土
地
が
残
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
五
郎
右
衛
門
堤
の
沢
上
に
「
二
十
八
石
余
槐

村
田
地
」
と
み
え
ま
す
。
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
五

月
、
槐
村
で
は
そ
の
地
を
村
の
水
野
目
（
水
源
）
と
し

て
許
可
い
た
だ
き
た
い
旨
を
申
し
立
て
た
結
果
、
槐
村

分
と
し
て
許
さ
れ
常
葉
村
は
手
入
れ
を
し
な
い
と
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
五
郎
右
衛
門
堤
西
側
に
●
の
記
号
で
囲
ま
れ

た
二
石
あ
ま
り
の
土
地
で
す

「
槐
村
荒
畠
」
と
記
さ

。

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
土
地
は
御
蔵
給
分
（
藩
直
轄
）
と

し
て
槐
村
が
所
有
を
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
手
厚

く
保
護
さ
れ
ま
し
た
。

③
槐
村
は
八
森
道
と
能
代
道
が
合
流
し
て
い
る
集
落
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
さ
ら
に
こ
の
村
は
対
岸
の

鶴
形
村
と
の
間
に
渡
し
舟
が
あ
り
、
人
馬
の
往
来
や
物

資
の
集
積
が
盛
ん
だ
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き
ま
す
。

④
検
使
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
役
人
名
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
杉
山
三
太
郎
・
石
川
藤
右
衛
門
・
太
田
円
右
衛
門

。

「

」
「

」

の
三
人
で
す

余
白
に
記
載
さ
れ
る

端
書

や

奥
書

は
し
が
き

お
く
が
き

な
ど
も
絵
図
を
理
解
す
る
上
で
貴
重
な
情
報
で
す
。
裏

書
に
は
争
論
を
裁
許
し
た
郡
奉
行
大
森
六
郎
左
衛
門
の

名
前
も
あ
り
ま
す
。
藩
士
の
系
図
や
分
限
帳
な
ど
他
の

資
料
で
彼
ら
の
名
前
が
見
つ
か
る
な
ら
ば
、
藩
の
役
人

と
し
て
人
物
史
が
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

先
日
、
こ
の
絵
図
を
頭
に
た
た
き
込
み
、
槐
・
常
盤

周
辺
を
ド
ラ
イ
ブ
し
て
き
ま
し
た
。
集
落
を
結
ぶ
旧
道

の
北
側
に
は
広
い
バ
イ
パ
ス
道
路
や
数
本
の
鉄
塔
が
あ

り
ま
し
た
が
、
農
地
を

は
さ
み
広
が
る
丘
陵
や

沢
筋
は
寛
政
期
の
絵
図

と
そ
れ
ほ
ど
変
わ
り
な

く
感
じ
ま
し
た
。
現
在

の
風
景
と
近
世
の
絵
図

を
比
べ
て
み
る
の
も
絵

図
を
み
る
楽
し
み
の
ひ。

と
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん

【

】

太
田

研
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企
画
展
「
絵
図
に
み
る
近
世
秋
田

（
前
期
）
は
、
八

」

月
二
四
日
（
金
）
～
九
月
二
三
日
（
日

、
午
前
一
〇
時

）

か
ら
午
後
五
時
ま
で
、
公
文
書
館
二
階
特
別
展
示
室
に

て
開
催
し
ま
す

（
九
月
三
日
（
月
）
休
館
）

。
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古文書倶楽部 第 号 （ 年７月）48 2012

『
佐
竹
家
譜

（
中
巻
六
三
三
ペ
ー
ジ
）
の
元
禄
七

』

年
（
一
六
九
四
）
五
月
二
十
七
日
の
記
事
に
「
二
十
七

日
（
辰
刻
）
秋
田
地
震
、
山
本
郡
野
代
特
に
甚
し
」
と

あ
り
ま
す
。

こ
の
地
震
の
規
模
が
ど
れ
ほ
ど
で
あ
っ
た
か
に
つ
い

て
は

『
北
家
御
日
記

（
県
公
文
書
館
蔵
）
に
や
や
詳

、

』

し
い
記
事
が
あ
る
の
で
紹
介
し
て
み
ま
す
。

北
家
御
日
記
の
五
月
二
十
七
日
の
条

（
資
料
番
号

Ａ
Ｋ
二
一
二
―
一
―
五
一
）

「

五
月
二
十
七
日
）
今
朝
六
つ
半
過
（
午
前
六
時

（

頃
）
よ
り
近
年
無
之
地
震
也
、
其
後
度
々
終
日
少
つ
ゝ

震
候
、
二
十
度
余
也
。
其
内
強
四
、
五
度
も
有
之
候
、

然
共
屋
ね
石
抔
之
落
候
程
ニ
ハ
無
之
候
。
家
之
内
ニ
我

等
ハ
居
候
程
也
、
尤
倅
共
ハ
山
屋
敷

お
高
等
も
昼
之

江

内
遣
候

昼
過
迄
ニ
十
七

八
度
ゆ
り
候

八
ツ
過

午

、

、

。

（

後
二
時
過
頃
）
よ
り
ハ
漸
二
、
三
度
也
、
家
中
・
与
下

も
朝
ハ
段
々
出
候
也

」
。

こ
の
後
北
家
の
当
主
は
久
保
田
へ
の
飛
脚
を
立
て
、

。

、

城
内
の
様
子
を
尋
ね
る
こ
と
を
決
め
て
い
ま
す

な
お

角
館
自
体
は
さ
し
た
る
破
損
も
な
く
ほ
っ
と
し
た
と
記

。

「

」

、

し
て
い
ま
す

さ
ら
に

北
家
御
日
記

は
翌
二
十
八

二
十
九
、
閏
五
月
三
、
四
、
十
五
、
十
八
日
と
余
震
に

つ
い
て
の
記
事
を
の
せ
て
い
ま
す
。

古

文

書

こ

ぼ

れ

ば

な

し

元
禄
七
年
の
秋
田
地
震

～

地

震

情

報

の

精

度

に

つ

い

て

～

一
方
、
被
害
の
最
も
酷
い
と
い
わ
れ
た
能
代
周
辺
の

状
況
に
つ
い
て
は

「
旧
記
抜
書
之
ケ
条

（

能
代
市

、

」
『

』

）

。

史

近
世
資
料
編

か
ら
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す

こ
れ
と
佐
竹
北
家
に
入
っ
た
情
報
（
閏
五
月
三
日
）
を

対
比
し
て
み
る
と
、
当
時
の
実
態
が
お
よ
そ
わ
か
り
ま

。

。

す

こ
れ
を
表
に
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す

な
お
、
使
者
荒
井
半
兵
衛
が
も
た
ら
し
た
「
北
家
御

日
記
」
の
記
述
で
は
、
被
害
範
囲
が
鶴
形
村
や
檜
山
町

ま
で
に
及
ん
で
い
る
の
に
対
し
て
、
能
代
の
場
合
は
能

代
奉
行
の
管
轄
範
囲
に
止
ま
っ
て
い
る
の
で
留
意
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
角
館
で
も
大

き
な
揺
れ
を
感
じ
て
い
る
わ
け
な
の
で
、
秋
田
地
震
で

　家屋焼失　  500～600軒余り 家屋焼失　 720軒

　家つぶれ　 400軒余り 家つぶれ

　家半つぶれ  50軒余り 家半つぶれ

　焼失した蔵の米 2,600石余り 土蔵焼失 136

  焼失した町屋の米 10,000石余り 土蔵つぶれ 26

男 127人

女 173人

　鶴 形 村 余程の被害あり 馬焼失　2匹　 米焼失　14,900石余

　檜 山 町 侍屋敷つぶれ 2軒 大豆焼失　594石余  小豆　388石余

町屋つぶれ  40軒 粟　20石程

御米蔵の米まで焼失

角館　「北 家 御 日 記」 能代　「旧記抜書之ケ条」

412軒

死者

あ
る
こ
と
に
は
間
違
い
な
い
の
で
す
が
、
現
実
に
は
総

じ
て
久
保
田
以
北
に
被
害
が
集
中
し
て
お
り
ま
す
。
た

だ
し
、
大
館
方
面
は
殆
ど
被
害
ら
し
い
も
の
は
な
か
っ

た
と
報
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

今
日
の
よ
う
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
や
震
度
を
測
定
で

き
な
い
江
戸
時
代
の
こ
と
で
あ
り
、
科
学
的
に
ど
の
程

度
の
揺
れ
で
ど
の
程
度
の
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
た
の

か
、
精
密
に
確
か
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
も

現
代
と
は
違
い
、
家
屋
構
造
・
道
路
事
情
・
消
火
活
動

の
不
利
を
考
慮
す
れ
ば
、
表
に
示
さ
れ
た
能
代
山
本
地

域
の
被
害
は
甚
大
で
あ
っ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

と
り
わ
け
、
能
代
の
場
合
は
能
代
奉
行
が
震
災
後
直

ち
に
、
復
旧
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
援
助
を
行
っ
て
い

る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
ま
す
。

ち
な
み
に

『
秋
田
県
史
』
第
七
巻
年
表
索
引
編
に

、

記
載
さ
れ
て
い
る
『
震
災
予
防
調
査
会
報
告
』
九
十
五

に
よ
れ
ば

「

元
禄
七
年
）
五
月
二
十
七
日
、
山
本
郡

、
（

、

、

富
根
・
駒
形
・
檜
山
等
大
地
震

倒
壊
家
屋
三
九
四
戸

焼
失
家
屋
二
，
一
三
二
戸
、
能
代
の
死
者
三
〇
〇
人
」

と
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
能
代
町
周
辺
の
村
落
を
含
め

て
み
れ
ば
、
焼
失
家
屋
が
桁
外
れ
に
多
い
こ
と
と
、
能

代
の
死
者
三
〇
〇
人
は
注
目
を
要
し
ま
す
。

確
か
に
、
地
震
情
報
は
数
値
だ
け
で
は
判
断
の
難
し

い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
と
り
わ
け
、
伝
聞
情
報
に
は
誇

張
さ
れ
る
面
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
能
代
奉
行
所
が

把
握
し
た
「
旧
記
抜
書
之
ケ
条
」
は
信
憑
性
が
高
い
と

見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
、
角
館
の
情
報
も
対
比
で
わ

、

。

か
る
よ
う
に

そ
れ
ほ
ど
不
確
か
で
は
な
い
よ
う
で
す

い
ず
れ
に
せ
よ
、
元
禄
七
年
の
秋
田
地
震
が
能
代
・
山

本
地
方
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
、
史
実

と
し
て
受
け
止
め
て
よ
い
と
考
え
ま
す
。【

加
藤
民
夫
】


